
各種空洞化調査・対策工検討 
【既設の堤防・護岸は大丈夫ですか？】 

・ 前面の砂浜があるという前提で高度成長期（昭和 30～40 年代）に設計・施工された堤防等は、波浪が直接堤防に来

襲することを想定しておらず、前面の砂浜が著しく侵食しかつ堤体の老朽化が進行した状態を放置しておくと、吸い出

し等による堤体内の空洞化が発生・進行し、最悪の場合には堤体の倒壊等の恐れもあります。 

・ 以上の背景を踏まえ、堤防等の倒壊等を未然に防止することを目的とし、弊社で実施した全国での実績を基に、効率

的な各種調査提案・対策工検討・維持管理計画立案を実施致します。 

・ 平成２０年２月に新潟県・富山県等において発生した高波災害に代表されるように、近年、前面の砂浜が著しく侵食

した海岸では、堤防基礎からの吸い出し等による堤防・護岸の陥没、倒壊等の災害が頻発しています。 

・  背景と提案 

各種調査提案・対策工検討・維持管理計画立案フロー 

設計・施工時 

侵食・老朽化の進行

空洞化 

土砂流出 

【矢板損傷】 

土砂流出【地盤低下】

現在 

対策工検討 

・ 空洞充填 

・ 基礎の根継ぎ

・ 地盤改良 等 

事前調査【地中レーダ探査・削孔調査等】 

本調査【各種調査提案】 

空洞化原因の推定

異常【空洞化】発見

・ 巡視・点検マニュアル作成 etc. 

・ ＬＣＣ最小化の観点による維持管理計画立案 

維持管理計画立案 

・ 堤防・護岸の健全度評価 

①空洞状況把握

・ 開削調査 

・ ボーリング 

・ ボアホールカメラ撮影 

②既設鋼矢板状況把握

・ 水中カメラ撮影 

・ 水位観測 

③土砂流出状況把握

・ 染料調査 

④土砂流出経路把握

・ 染料調査 

・ 水位観測 

これらの調査は「ライフサイクルマネジメントのための海岸保全施設維持管理
マニュアル(案)，H20.2」の“二次点検(詳細な計測)”に該当します。

各種調査提案・対策工検討・維持管理計画立案フロー 

お問合せは、支店営業担当者または、本社海岸グループ（電話03-5959-2507　FAX03-5959-2506）までお願いいたします。



各種調査提案 

●地中レーダ探査【事前調査】

作業例 

計測例 

●削孔調査【事前調査】

●開削探査【空洞状況把握】
作業例 撮影例 

作業例 計測例 ：空洞化可能性大 

●ボーリング【空洞状況把握】

●ボアホールカメラ撮影【空洞状況把握】

作業例 

光学ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 

撮影例 

水中ｶﾒﾗ

作業例 

撮影例 

●染料調査【土砂流出状況・経路把握】
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作業例 

計測例

●水位観測【既設鋼矢板状況・土砂流出経路】

撮影例 作業例 

●水中写真撮影【既設鋼矢板状況把握】

計測例 

作業例

空洞箇所

対策工検討・維持管理計画立案 

●対策工検討

空洞充填 基礎の根継ぎ 地盤改良 

薬液注入等 

ｸﾞﾗｳﾄ材・ 
水中不分離性 
ｺﾝｸﾘｰﾄ 等 

鋼矢板＋ 
Co ｺｰﾋﾟﾝｸﾞ 等

●維持管理計画立案

お問合せは、支店営業担当者または、本社海岸グループ（電話03-5959-2507　FAX03-5959-2506）までお願いいたします。


